
 



例 言 

 

 

 

１．本計画は、熊本県熊本市に所在する特別史跡熊本城跡のみどりの保存・管理に関する計画書であ

る。計画の適用対象範囲としては、熊本城総合事務所が管理する熊本城域とする。 

 

２．本計画は、熊本城に関する植物全般を包括的にまとめた計画であり、これらを総称して“みどり”

と敢えて平仮名で表記し、広がりを持った“緑”の概念を表現する言葉として使用している。 

 なお、この計画で扱う植物全般とは、高木をはじめ、それよりも低い中木、低木、草本（芝生

地、草地、花苗）、これらを植栽した日本庭園、花壇、肥後六花などの伝統文化、希少動植物など

の環境面、発生材の活用等を含む。 

 

【高木】 現状の樹高 3m 以上の樹木 

【中木】 現状の樹高 1m 以上、3m 未満の樹木 

【低木】 現状の樹高 1m 未満の樹木 

 

３．本計画は、『特別史跡熊本城跡保存活用計画（平成 30年（2018）3月策定）』を上位計画とする。 

 

４．本計画は、特別史跡熊本城跡の管理者等である熊本市（熊本城総合事務所）が担当して作成した。 

 

５．本計画は、「特別史跡熊本城跡保存活用委員会」において検討・審議を行い、地域住民や各関係者

の意見、市民、来城者のアンケート結果を踏まえてまとめたものである。 

 

６．本計画で使用したデータのうち、高木（樹木位置、本数、樹種等）については特記の無い限り、令

和 2年度に実施した樹木点検の結果を使用しており、令和 3年（2021）3月時点のものである。 

 

７．本計画において以下の計画は略称表記する。 

「特別史跡熊本城跡保存活用計画」⇒「保存活用計画」と表記 
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